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2 0 2 5 年 8 月 2 1 日 

各  位 

株式会社三井住友銀行 

 

クボタとの業務提携に関する覚書締結について 

 

株式会社三井住友銀行（本社：東京都千代田区、頭取 CEO：福留 朗裕、以下「当行」）は、      

株式会社クボタ（本社：大阪市浪速区、代表取締役社長：北尾裕一、以下「クボタ」)と、       

第 9回アフリカ開発会議（TICAD9）開催に合わせ、本日付で、アフリカにおける農業の機械化促進・

食糧不足解決に貢献することを目的とした業務提携に関する覚書(以下、「本提携」)を締結    

しました。 

 

クボタは農業機械、水環境、建設機械等の分野で世界 130 以上の国と地域でグローバルに事業 

展開をしており、同分野での世界的なリーディングカンパニーとして「食料・水・環境」の社会   

課題解決に取り組み、持続可能な社会の実現に貢献しております。 

 

 アフリカにおいては、クボタの強みである稲作市場向け農業機械の輸出販売に加え、    

2017年にはKubota Kenya Limitedを設立し、マーケティング機能の強化を図ってきました。    

さらに、2022年にはインドのEscorts Limitedを子会社化（Escorts Kubota Limited）し、     

同社が保有する製品群と販売ネットワークを活用することで、アフリカにおける事業規模の   

拡大に取り組んでいます。 

 

 本提携により、クボタの農業分野における深い知見・技術と、当行の強みである国内外における

広範なネットワーク・金融ノウハウを融合し、急激な人口増加、地政学的なリスクの高まりに伴う

食糧価格の高騰、供給網の混乱といった課題に直面するアフリカにおいて、喫緊の課題とされる 

食糧自給率の向上に貢献すべく、農業の機械化を加速させてまいります。 

 

当行はクボタとの本提携を通じ、アフリカにおける農業の機械化を通した農業の生産性向上を 

目指し、その為に必要となるコーポレートファイナンス、トレードファイナンス、ECAファイナンス

等の金融サービスの提供に協力し、取り組んでまいります。 

 

以  上 

 

 


